
日

第2260号
2026年（令和8年）
月

入社式会場は〈ヱビス〉の体
験拠点「ヱビス・ブルワリー
・トウキョウ」を初めて使っ
た。先輩社員の手ほどきを受
けながら新入社員は「感動の
生ビール」提供に挑戦した。

　新年度入りの１日、多くの
企業で入社式が行われた。独
自の趣向を凝らした入社式が
増えている中、サッポロビー
ルは今年、新入社員のビール
注ぎ体験を初めて実施した。

■
主
な
記
事
■

米高騰で精白度下げる、精米方法変更
蔵元、窮地打開へ手探り入社式で「ビール注ぎ」体験
芋焼酎の値上げ
中小蔵元追随へ

２・３

4 4

　新
入
社
員
の
う
ち
約
30
人
が
参
加
。「
グ
ラ
ス
の

角
度
は
45
度
」「
最
初
は
泡
が
立
た
な
い
よ
う
に
静

か
に
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏
ま
え
て
い
ざ
実

践
。
注
ぎ
終
わ
っ
た
後
は
自
身
が
注
い
だ
ビ
ー
ル
を

手
に
、
時
松
浩
社
長
ら
と
乾
杯
し
た

東北の清酒蔵元
価値創造の一手

11
特
集
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　●
月
桂
冠
が
「
磨
き
ず
な

い
」
純
米

　精
米
歩
合
を
め

ぐ
っ
て
は
別
の
観
点
か
ら
の

問
題
提
起
が
あ
る
。
月
桂
冠

が
３
月
23
日
発
売
し
た
〈
月

桂
冠
・
純
米
〉
1.8
ℓ
・
９
０

０
㎖
パ
ッ
ク
は
、
精
米
歩
合

84
％
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
正
面
に

「
磨
き
す
ぎ
な
い
、
う
ま
さ
」

と
表
記
し
て
い
る
。「
月
桂

冠
の
技
術
に
よ
る
新
し
い
お

い
し
さ
の
形
を
提
案
す
る
」

と
し
、
長
く
清
酒
業
界
を
支

配
し
て
き
た「
精
米
歩
合（
コ

ス
ト
）
の
高
低
＝
品
質
の
優

劣
」
と
い
う
概
念
に
一
石
を

投
じ
る
も
の
と
認

め
て
い
る
。

　「
磨
く
ほ
ど
い

　醸
造
産
業
新
聞
社
が
推
定

し
た
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
４
社

の
３
月
の
ビ
ー
ル
類
出
荷

３
９
２
万
箱
、
発
泡
酒
１
６

７
万
箱
、
新
分
野
４
２
４
万

箱
）
だ
っ
た
。

　●
ビ
ー
ル
23
％
減
、
新
分

野
41
％
減

　分
野
別
に
は
、

ビ
ー
ル
が
22
・
７
％
減
で
減

少
幅
が
最
も
小
さ
い
。
発
泡

酒
は
27
・
８
％
減
、
新
分
野

は
40
・
５
％
減
。「
発
泡
酒

＋
新
分
野
」
の
エ
コ
ノ
ミ
ー

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
35
・
９
％
減

だ
っ
た
。
商
品
施
策
の
違
い

で
ブ
ラ
ン
ド
別
に
減
少
幅
に

差
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
が

マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。
新
分
野

ブ
ラ
ン
ド
は
昨
年
の
仮
需
が

大
き
く
膨
ら
ん
だ
た
め
、
総

じ
て
減
少
幅
が
大
き
い
。

　全
体
に
占
め
る
各
分
野
の

構
成
比
は
▽
ビ
ー
ル
＝
単
月

57
・
３
％
（
前
年
52
・
６
％
）、

累
計
56
・
６
％
（
前
年
同
期

53
・
１
％
）
▽
発
泡
酒
＝
単

月
17
・
４
％
（
同
17
・
２
％
）、

累
計
17
・
７
％（
同
17
・
８
％
）

▽
新
分
野
＝
単
月
25
・
３
％

（
同
30
・
２
％
）、
累
計
25
・

７
％
（
同
29
・
１
％
）。

　●
缶
31
％
減
、
瓶
・
樽
は

計
23
％
減

　容
器
別
に
は
、

前
年
比
は
前
年
の
値
上
げ
仮

需
の
裏
返
し
で
す
べ
て
の
容

器
が
マ
イ
ナ
ス
。
缶
は
30
・

５
％
減
と
減
少
幅
が
最
も
大

き
く
、
瓶
・
樽
合
計
は
23
・

５
％
減
だ
っ
た
。
瓶
は
25
・

９
％
減
、
樽
は
22
・
６
％
減
。

前
年
の
仮
需
が
家
庭
用
の
缶

を
中
心
に
膨
ら
ん
だ
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
缶
の
構
成
比

は
、
前
年
と
比
べ
1.7
ポ
イ
ン

ト
低
下
の
76
・
１
％
。
１
～

３
月
累
計
で
み
て
も
、
缶
の

減
少
幅
が
最
も
大
き
く
19
・

７
％
減
、
瓶
・
樽
合
計
は
10

・
０
％
減
だ
っ
た
。
缶
の
構

成
比
は
76
・
０
％
で
前
年
同

期
か
ら
2.0
ポ
イ
ン
ト
低
下
。

瓶
・
樽
の
構
成
比
は
と
も
に

上
昇
し
た
。

要
性
の
指
摘
は
蔵
元
間
に

も
流
通
業
界
に
も
増
え
て
い

る
。
国
税
局
の
鑑
評
会
で
は

札
幌
局
の
新
酒
鑑
評
会
の

「
軽
精
米
ゴ
ク
味
酒
の
部
」

が
全
国
で
唯
一
、
低
精
白
を

出
品
条
件
と
し
て
い
る
。

い
酒
」
と
い
う
消
費
者
へ
の

誤
っ
た
刷
り
込
み
や
精
米
歩

合
に
よ
る
「
清
酒
の
階
層
構

造
」
を
打
破
・
払
拭
す
る
必

３
月
は
４
社
合
計
29
％
減

（
販
売
）
数
量
は
、

前
年
比
29
・
０
％

減
だ
っ
た
。
前
年

同
月
は
値
上
げ
仮

需
の
上
乗
せ
で
ビ

ー
ル
類
計
35
・
９

％
の
大
幅
増
だ
っ

た
裏
返
し
。
出
荷

日
は
前
年
と
同

じ
。　24

年
３
月
と
比

べ
る
と
3.5
％
減
。

昨
年
３
月
の
出
荷

は
前
年
比
35
・
９

％
増
の
３
４
７
５

万
箱
（
大
瓶
換

算
）。
こ
の
う
ち

本
紙
が
推
計
し
た

仮
需
規
模
は
９
８

３
万
箱
（
ビ
ー
ル

「
階
層
構
造
」に
問
題
提
起
も

ビ
ー
ル
類
出
荷 

仮
需
の
裏
返
し

直近13カ月のビール類出荷数量
ビール 発泡酒 新分野 合計

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

2025年3月 1,829 132.0 596 134.9 1,050 143.7 3,475 135.9
4月 1,133 73.3 309 63.8 371 47.3 1,813 64.4
5月 1,406 93.1 430 88.5 599 76.7 2,435 87.7
6月 1,475 97.0 445 103.7 687 89.2 2,607 95.8
7月 1,875 100.7 523 96.4 780 92.2 3,178 97.8
8月 1,605 91.0 451 89.4 663 83.6 2,719 88.8
9月 1,342 100.1 448 95.9 680 92.7 2,470 97.2

10月 1,755 117.0 412 83.9 683 93.0 2,849 104.6
11月 1,305 85.4 412 91.0 643 90.6 2,360 87.7
12月 1,924 94.0 478 90.9 772 94.8 3,173 93.7

2026年1月 997 98.8 316 91.5 425 91.3 1,737 95.5
2月 1,130 95.1 362 88.4 557 80.3 2,050 89.4
3月 1,414 77.3 430 72.2 625 59.5 2,469 71.0

1～3月 3,541 87.9 1,108 82.0 1,607 72.7 6,255 82.5

昨年まで5年間の3月のビール類出荷
ビール 発泡酒 新分野 合計

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

2021年 1,125 105.6 390 107.1 1,200 93.4 2,715 100.1
22年 1,284 114.5 382 97.9 1,106 92.2 2,772 102.2
23年 1,412 110.0 461 120.6 1,003 90.7 2,876 103.7
24年 1,385 98.1 442 95.9 731 72.9 2,558 89.0
25年 1,829 132.0 596 134.9 1,050 143.7 3,475 135.9

《注》本紙推定のビール4社販売数量合計。数量の単位は大瓶換算

2026年3月・1～3月累計の 
ビール類容器別構成比・前年比

3
月

構成比（%） 前年比 
（%）2026年 2025年

瓶 5.9 5.7 74.1
缶 76.1 77.8 69.5
樽 18.0 16.5 77.4

合計 100.0 100.0 71.0

1
～
3
月

構成比（%） 前年比 
（%）2026年 2025年

瓶 6.2 5.6 90.9
缶 76.0 78.0 80.3
樽 17.8 16.4 89.7

合計 100.0 100.0 82.5
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　●
米
代
が
原
材
料
費
の
８

割

　清
酒
メ
ー
カ
ー
の
原
料

　昨
年
産
の
清
酒
原
料
米
の
未
曾
有
の
高
騰
を
受
け
て
、
こ
の
春
・
夏
の
季
節
商
品
の

精
白
度
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
下
げ
る
（
低
精
白
に
す
る
＝
米
を
磨
か
な
い
）
地
方
酒
メ

ー
カ
ー
が
散
見
さ
れ
る
。「
少
し
で
も
コ
ス
ト
を
低
減
し
た
い
」
の
が
最
大
の
目
的
だ
。

米
調
達
価
格
は
昨
年
、
60
㎏

当
た
り
で
加
工
用
米
は
前
年

比
約
２
倍
に
高
騰
、
酒
造
好

適
米
は
１
万
円
前
後
上
昇
し

層
を
多
く
削
る
（
磨
く
）
必

要
が
あ
る
原
形
精
米
（
球
形

精
米
）
か
ら
、
効
率
よ
く
タ

ン
パ
ク
質
を
減
ら
せ
る
「
扁

平
精
米
」
へ
の
変
更
だ
。
玄

米
の
厚
さ
を
重
視
し
て
磨
く

方
法
で
、
デ
ン
プ
ン
の
削
り

す
ぎ
は
防
ぐ
。
扁
平
精
米
は

「
き
れ
い
な
味
わ
い
」
を
造

　●
精
米
方
法

　も
う
一
つ

の
コ
ス
ト
低
減
策
、
米
を
最

大
限
使
う
策
と
し
て
精
米
方

南
部
美
人
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
投
稿
写
真

法
を
変
え
る
社
が
あ
る
。

　雑
味
の
元
と
な
る
タ
ン
パ

ク
質
を
減
ら
す
た
め
米
の
外

た
。
原
料
米
代
は
、
清
酒
製

造
に
係
る
原
材
料
費
の
約
８

割
を
占
め
、
売
上
原
価
全
体

の
約
３
割
を
占
め
る
。

　定
番
商
品
は
「
味
が
変
わ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
精
米

歩
合
を
変
え
ら
れ
な
い
」（
複

数
社
）
と
判
断
。
少
し
で
も

米
を
有
効
活
用
し
て
コ
ス
ト

を
下
げ
る
た
め
、
数
量
限
定

の
「
春
酒
」「
夏
酒
」
の
精

白
度
を
下
げ
て
い
て
、
精
米

歩
合
60
％
を
65
％
に
す
る
と

「
少
し
で
も
コ
ス
ト
低
減
」

い
っ
た
例
が
多
い
。

　低
精
白
の
酒
は
濃
醇
で
コ

ク
の
あ
る
味
わ
い
を
造
り
や

す
い
が
、
雑
味
が
多
い
、
重

い
味
に
な
る
懸
念
も
あ
る
。

こ
の
た
め
掛
米
は
従
来
よ
り

も
低
精
白
に
す
る
が
、
麹
米

は
あ
る
程
度
磨
く
（
結
果
、

掛
米
と
麹
米
の
精
米
歩
合
の

差
が
大
き
く
な
る
）
対
応
を

し
て
い
る
。

　ア
ル
コ
ー
ル
分
を
低
く
す

る
（
多
く
加
水
す
る
）
対
応

も
あ
る
。
通
年
商
品
は
今
期

の
減
産
や
、
貯
酒
を
多
く
使

う
（
ブ
レ
ン
ド
す
る
）
こ
と

に
し
た
蔵
元
が
あ
る
。

り
や
す
い
と
さ
れ
る
。

　地
方
酒
Ａ
社
は
「
精
米
機

の
扁
平
精
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

使
う
こ
と
に
し
た
」。

　Ｂ
社
は
共
同
精
米
所
が
扁

平
精
米
を
導
入
し
た
こ
と
を

受
け
て
「
狙
う
酒
質
を
実
現

で
き
る
と
確
認
し
て
、
精

白
度
を
下
げ
た
。（
扁
平
精

米
に
よ
っ
て
）
精
白
度
を
下

げ
て
も
味
わ
い
は
変
わ
ら
な

い
」
と
い
う
。

　●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も

　米
の

高
騰
前
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
か
ら
の
「
低
精
白
」
商

品
も
あ
る
。
新
潟
〈
越
の

誉
〉
の
原
酒
造
の
〈
90
（
キ

ュ
ー
マ
ル
）〉
シ
リ
ー
ズ
は
、

精
米
歩
合
90
％
の
飯
米
を
使

う
。
期
間
・
数
量
限
定
品
。

　長
野
〈
信
濃
錦
〉
の
宮
島

酒
店
の
〈
超
玄
（
ち
ょ
う
げ

ん
）〉
は
無
農
薬
栽
培
の
酒

米
で
精
米
歩
合
91
％
。〈
和

三
本
（
わ
さ
ん
ぼ
ん
）〉
は

減
農
薬
の
酒
米
で
同
91
％
。

同
社
は
２
０
０
５
年
か
ら
米

の
全
量
が
無
農
薬
・
減
農
薬

の
契
約
栽
培
米
。
そ
の
米
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
低
精
白

の
造
り
を
始
め
た
。
環
境
に

配
慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
表
彰
す
る
「
エ
コ
プ
ロ
ア

ワ
ー
ド
」
最
高
賞
の
財
務
大

臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

窮地 打開へ手探り米
高
騰
で
蔵
元

　精
白
度
は
米
を
削
っ
た

（
磨
い
た
）
割
合
。
精
米

歩
合
は
米
を
削
っ
た
後
の

残
存
割
合
。
精
白
度
40
％

と
精
米
歩
合
60
％
の
米
は

同
じ
状
態
（
割
合
）
／
写

真
は
「
山
田
錦
」
の
稲
穂

ご利用ください！

酒販ニュース専用バインダー

〇穴開け不要、ヘアピン式。 A4判。

〇本紙半年分を綴じ込みできます。

〇定価2,000円（消費税・送料込み）

●お申し込みは郵便振替または現金書留で下記へ

醸造産業新聞社
東京都千代田区鍛冶町2-5-5（神田駅前SKビル）
振替口座：00110-5-14639

春
夏
商
品「
精
白
度
下
げ
る
」

効
率
よ
い
扁
平
精
米
に
変
更
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　●
月
桂
冠
が
「
磨
き
ず
な

い
」
純
米

　精
米
歩
合
を
め

ぐ
っ
て
は
別
の
観
点
か
ら
の

問
題
提
起
が
あ
る
。
月
桂
冠

が
３
月
23
日
発
売
し
た
〈
月

桂
冠
・
純
米
〉
1.8
ℓ
・
９
０

０
㎖
パ
ッ
ク
は
、
精
米
歩
合

84
％
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
正
面
に

「
磨
き
す
ぎ
な
い
、
う
ま
さ
」

と
表
記
し
て
い
る
。「
月
桂

冠
の
技
術
に
よ
る
新
し
い
お

い
し
さ
の
形
を
提
案
す
る
」

と
し
、
長
く
清
酒
業
界
を
支

配
し
て
き
た「
精
米
歩
合（
コ

ス
ト
）
の
高
低
＝
品
質
の
優

劣
」
と
い
う
概
念
に
一
石
を

投
じ
る
も
の
と
認

め
て
い
る
。

　「
磨
く
ほ
ど
い

　醸
造
産
業
新
聞
社
が
推
定

し
た
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
４
社

の
３
月
の
ビ
ー
ル
類
出
荷

３
９
２
万
箱
、
発
泡
酒
１
６

７
万
箱
、
新
分
野
４
２
４
万

箱
）
だ
っ
た
。

　●
ビ
ー
ル
23
％
減
、
新
分

野
41
％
減

　分
野
別
に
は
、

ビ
ー
ル
が
22
・
７
％
減
で
減

少
幅
が
最
も
小
さ
い
。
発
泡

酒
は
27
・
８
％
減
、
新
分
野

は
40
・
５
％
減
。「
発
泡
酒

＋
新
分
野
」
の
エ
コ
ノ
ミ
ー

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
35
・
９
％
減

だ
っ
た
。
商
品
施
策
の
違
い

で
ブ
ラ
ン
ド
別
に
減
少
幅
に

差
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
が

マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。
新
分
野

ブ
ラ
ン
ド
は
昨
年
の
仮
需
が

大
き
く
膨
ら
ん
だ
た
め
、
総

じ
て
減
少
幅
が
大
き
い
。

　全
体
に
占
め
る
各
分
野
の

構
成
比
は
▽
ビ
ー
ル
＝
単
月

57
・
３
％
（
前
年
52
・
６
％
）、

累
計
56
・
６
％
（
前
年
同
期

53
・
１
％
）
▽
発
泡
酒
＝
単

月
17
・
４
％
（
同
17
・
２
％
）、

累
計
17
・
７
％（
同
17
・
８
％
）

▽
新
分
野
＝
単
月
25
・
３
％

（
同
30
・
２
％
）、
累
計
25
・

７
％
（
同
29
・
１
％
）。

　●
缶
31
％
減
、
瓶
・
樽
は

計
23
％
減

　容
器
別
に
は
、

前
年
比
は
前
年
の
値
上
げ
仮

需
の
裏
返
し
で
す
べ
て
の
容

器
が
マ
イ
ナ
ス
。
缶
は
30
・

５
％
減
と
減
少
幅
が
最
も
大

き
く
、
瓶
・
樽
合
計
は
23
・

５
％
減
だ
っ
た
。
瓶
は
25
・

９
％
減
、
樽
は
22
・
６
％
減
。

前
年
の
仮
需
が
家
庭
用
の
缶

を
中
心
に
膨
ら
ん
だ
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
缶
の
構
成
比

は
、
前
年
と
比
べ
1.7
ポ
イ
ン

ト
低
下
の
76
・
１
％
。
１
～

３
月
累
計
で
み
て
も
、
缶
の

減
少
幅
が
最
も
大
き
く
19
・

７
％
減
、
瓶
・
樽
合
計
は
10

・
０
％
減
だ
っ
た
。
缶
の
構

成
比
は
76
・
０
％
で
前
年
同

期
か
ら
2.0
ポ
イ
ン
ト
低
下
。

瓶
・
樽
の
構
成
比
は
と
も
に

上
昇
し
た
。

要
性
の
指
摘
は
蔵
元
間
に

も
流
通
業
界
に
も
増
え
て
い

る
。
国
税
局
の
鑑
評
会
で
は

札
幌
局
の
新
酒
鑑
評
会
の

「
軽
精
米
ゴ
ク
味
酒
の
部
」

が
全
国
で
唯
一
、
低
精
白
を

出
品
条
件
と
し
て
い
る
。

い
酒
」
と
い
う
消
費
者
へ
の

誤
っ
た
刷
り
込
み
や
精
米
歩

合
に
よ
る
「
清
酒
の
階
層
構

造
」
を
打
破
・
払
拭
す
る
必

３
月
は
４
社
合
計
29
％
減

（
販
売
）
数
量
は
、

前
年
比
29
・
０
％

減
だ
っ
た
。
前
年

同
月
は
値
上
げ
仮

需
の
上
乗
せ
で
ビ

ー
ル
類
計
35
・
９

％
の
大
幅
増
だ
っ

た
裏
返
し
。
出
荷

日
は
前
年
と
同

じ
。　24

年
３
月
と
比

べ
る
と
3.5
％
減
。

昨
年
３
月
の
出
荷

は
前
年
比
35
・
９

％
増
の
３
４
７
５

万
箱
（
大
瓶
換

算
）。
こ
の
う
ち

本
紙
が
推
計
し
た

仮
需
規
模
は
９
８

３
万
箱
（
ビ
ー
ル

「
階
層
構
造
」に
問
題
提
起
も

ビ
ー
ル
類
出
荷 
仮
需
の
裏
返
し

直近13カ月のビール類出荷数量
ビール 発泡酒 新分野 合計

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

2025年3月 1,829 132.0 596 134.9 1,050 143.7 3,475 135.9
4月 1,133 73.3 309 63.8 371 47.3 1,813 64.4
5月 1,406 93.1 430 88.5 599 76.7 2,435 87.7
6月 1,475 97.0 445 103.7 687 89.2 2,607 95.8
7月 1,875 100.7 523 96.4 780 92.2 3,178 97.8
8月 1,605 91.0 451 89.4 663 83.6 2,719 88.8
9月 1,342 100.1 448 95.9 680 92.7 2,470 97.2

10月 1,755 117.0 412 83.9 683 93.0 2,849 104.6
11月 1,305 85.4 412 91.0 643 90.6 2,360 87.7
12月 1,924 94.0 478 90.9 772 94.8 3,173 93.7

2026年1月 997 98.8 316 91.5 425 91.3 1,737 95.5
2月 1,130 95.1 362 88.4 557 80.3 2,050 89.4
3月 1,414 77.3 430 72.2 625 59.5 2,469 71.0

1～3月 3,541 87.9 1,108 82.0 1,607 72.7 6,255 82.5

昨年まで5年間の3月のビール類出荷
ビール 発泡酒 新分野 合計

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

数量 
（万箱）

前年比 
（％）

2021年 1,125 105.6 390 107.1 1,200 93.4 2,715 100.1
22年 1,284 114.5 382 97.9 1,106 92.2 2,772 102.2
23年 1,412 110.0 461 120.6 1,003 90.7 2,876 103.7
24年 1,385 98.1 442 95.9 731 72.9 2,558 89.0
25年 1,829 132.0 596 134.9 1,050 143.7 3,475 135.9

《注》本紙推定のビール4社販売数量合計。数量の単位は大瓶換算

2026年3月・1～3月累計の 
ビール類容器別構成比・前年比

3
月

構成比（%） 前年比 
（%）2026年 2025年

瓶 5.9 5.7 74.1
缶 76.1 77.8 69.5
樽 18.0 16.5 77.4

合計 100.0 100.0 71.0

1
～
3
月

構成比（%） 前年比 
（%）2026年 2025年

瓶 6.2 5.6 90.9
缶 76.0 78.0 80.3
樽 17.8 16.4 89.7

合計 100.0 100.0 82.5
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　●
米
代
が
原
材
料
費
の
８

割

　清
酒
メ
ー
カ
ー
の
原
料

　昨
年
産
の
清
酒
原
料
米
の
未
曾
有
の
高
騰
を
受
け
て
、
こ
の
春
・
夏
の
季
節
商
品
の

精
白
度
を
こ
れ
ま
で
よ
り
も
下
げ
る
（
低
精
白
に
す
る
＝
米
を
磨
か
な
い
）
地
方
酒
メ

ー
カ
ー
が
散
見
さ
れ
る
。「
少
し
で
も
コ
ス
ト
を
低
減
し
た
い
」
の
が
最
大
の
目
的
だ
。

米
調
達
価
格
は
昨
年
、
60
㎏

当
た
り
で
加
工
用
米
は
前
年

比
約
２
倍
に
高
騰
、
酒
造
好

適
米
は
１
万
円
前
後
上
昇
し

層
を
多
く
削
る
（
磨
く
）
必

要
が
あ
る
原
形
精
米
（
球
形

精
米
）
か
ら
、
効
率
よ
く
タ

ン
パ
ク
質
を
減
ら
せ
る
「
扁

平
精
米
」
へ
の
変
更
だ
。
玄

米
の
厚
さ
を
重
視
し
て
磨
く

方
法
で
、
デ
ン
プ
ン
の
削
り

す
ぎ
は
防
ぐ
。
扁
平
精
米
は

「
き
れ
い
な
味
わ
い
」
を
造

　●
精
米
方
法

　も
う
一
つ

の
コ
ス
ト
低
減
策
、
米
を
最

大
限
使
う
策
と
し
て
精
米
方

南
部
美
人
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
投
稿
写
真

法
を
変
え
る
社
が
あ
る
。

　雑
味
の
元
と
な
る
タ
ン
パ

ク
質
を
減
ら
す
た
め
米
の
外

た
。
原
料
米
代
は
、
清
酒
製

造
に
係
る
原
材
料
費
の
約
８

割
を
占
め
、
売
上
原
価
全
体

の
約
３
割
を
占
め
る
。

　定
番
商
品
は
「
味
が
変
わ

る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
精
米

歩
合
を
変
え
ら
れ
な
い
」（
複

数
社
）
と
判
断
。
少
し
で
も

米
を
有
効
活
用
し
て
コ
ス
ト

を
下
げ
る
た
め
、
数
量
限
定

の
「
春
酒
」「
夏
酒
」
の
精

白
度
を
下
げ
て
い
て
、
精
米

歩
合
60
％
を
65
％
に
す
る
と

「
少
し
で
も
コ
ス
ト
低
減
」

い
っ
た
例
が
多
い
。

　低
精
白
の
酒
は
濃
醇
で
コ

ク
の
あ
る
味
わ
い
を
造
り
や

す
い
が
、
雑
味
が
多
い
、
重

い
味
に
な
る
懸
念
も
あ
る
。

こ
の
た
め
掛
米
は
従
来
よ
り

も
低
精
白
に
す
る
が
、
麹
米

は
あ
る
程
度
磨
く
（
結
果
、

掛
米
と
麹
米
の
精
米
歩
合
の

差
が
大
き
く
な
る
）
対
応
を

し
て
い
る
。

　ア
ル
コ
ー
ル
分
を
低
く
す

る
（
多
く
加
水
す
る
）
対
応

も
あ
る
。
通
年
商
品
は
今
期

の
減
産
や
、
貯
酒
を
多
く
使

う
（
ブ
レ
ン
ド
す
る
）
こ
と

に
し
た
蔵
元
が
あ
る
。

り
や
す
い
と
さ
れ
る
。

　地
方
酒
Ａ
社
は
「
精
米
機

の
扁
平
精
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

使
う
こ
と
に
し
た
」。

　Ｂ
社
は
共
同
精
米
所
が
扁

平
精
米
を
導
入
し
た
こ
と
を

受
け
て
「
狙
う
酒
質
を
実
現

で
き
る
と
確
認
し
て
、
精

白
度
を
下
げ
た
。（
扁
平
精

米
に
よ
っ
て
）
精
白
度
を
下

げ
て
も
味
わ
い
は
変
わ
ら
な

い
」
と
い
う
。

　●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も

　米
の

高
騰
前
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
か
ら
の
「
低
精
白
」
商

品
も
あ
る
。
新
潟
〈
越
の

誉
〉
の
原
酒
造
の
〈
90
（
キ

ュ
ー
マ
ル
）〉
シ
リ
ー
ズ
は
、

精
米
歩
合
90
％
の
飯
米
を
使

う
。
期
間
・
数
量
限
定
品
。

　長
野
〈
信
濃
錦
〉
の
宮
島

酒
店
の
〈
超
玄
（
ち
ょ
う
げ

ん
）〉
は
無
農
薬
栽
培
の
酒

米
で
精
米
歩
合
91
％
。〈
和

三
本
（
わ
さ
ん
ぼ
ん
）〉
は

減
農
薬
の
酒
米
で
同
91
％
。

同
社
は
２
０
０
５
年
か
ら
米

の
全
量
が
無
農
薬
・
減
農
薬

の
契
約
栽
培
米
。
そ
の
米
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
低
精
白

の
造
り
を
始
め
た
。
環
境
に

配
慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
表
彰
す
る
「
エ
コ
プ
ロ
ア

ワ
ー
ド
」
最
高
賞
の
財
務
大

臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

窮地 打開へ手探り米
高
騰
で
蔵
元

　精
白
度
は
米
を
削
っ
た

（
磨
い
た
）
割
合
。
精
米

歩
合
は
米
を
削
っ
た
後
の

残
存
割
合
。
精
白
度
40
％

と
精
米
歩
合
60
％
の
米
は

同
じ
状
態
（
割
合
）
／
写

真
は
「
山
田
錦
」
の
稲
穂

ご利用ください！
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〇穴開け不要、ヘアピン式。 A4判。

〇本紙半年分を綴じ込みできます。

〇定価2,000円（消費税・送料込み）

●お申し込みは郵便振替または現金書留で下記へ

醸造産業新聞社
東京都千代田区鍛冶町2-5-5（神田駅前SKビル）
振替口座：00110-5-14639

春
夏
商
品「
精
白
度
下
げ
る
」

効
率
よ
い
扁
平
精
米
に
変
更


